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一

　

は

じ
め

に

　

中

国
の

南
北
朝

時

代
か

ら

隋

代
に

か

け
て

、

北
地

で

は

『

十
地

経

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

1）

論
』

の

翻

訳
に

端
を

発
し

て

独
自
の

教

学
を

発
展
さ

せ
た

地
論
師
た

ち

が

多
い

に

活

躍
し

た
。

そ

の

代
表
格
と

し
て

知
ら

れ

る

浄

影
寺

慧
遠

（
五
二一
ニ

ー
五

九
二
）

は

多
く
の

著

作
を

残
し

、

う
ち

真
偽
未
決

の

も
の

も
含
め

る

と
一

二

も
の

文

献
が
現
存
す
る

が
、

慧
遠
以
外
の

地
論
師
の

著
作
は

早
く
に

散
逸
し
た

た

め
、

一

次
資
料
を
欠
い

た

彼
ら

の

思
想
の

詳
細
を
把

握
す
る

こ

と

は
、

か
つ

て

は

困
難
で

あ
っ

た
。

し

か

し
、

近

年
、

慧
遠
以

外
の

地
論
師
の

思
想
を

伝
え
る

文
献
が

敦
煌

写
本
の

中
な

ど
に

複
数

残
さ

れ

て

い

る

こ

と

が

判
明

し
、

こ

れ

ら

に

対
す
る

研
究
が

　
　

　
　
　
　

　
（
2
）

進
め

ら

れ
た

こ

と

で
、

慧

遠
と
は

異
な
る

地

論
教
学
の

断
片
が

今
日

徐
々

に

明
ら
か

と

な

り
つ

つ

あ
る

。

　
さ

て
、

地
論
師
と

称
さ
れ

た

彼
ら

の

教
学
が

「

地
論
」

つ

ま

り
『

十

地

経
論
』

の

思
想
と

密
接
な
関
係
に

あ

る

で

あ
ろ

う
こ

と

は
、

　一

部
の

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

3）

先

学
に
よ
っ

て

指
摘
さ

れ

て
い

た

と

こ

ろ

の

も
の

で

あ
る

。

し

か

し
、

印
度
學
佛
数
學
研
究
第
六

十
二

巻
第
二

号

　
平
成
二

十
六

年
三

月

現
存

す
る

資
料
の

う
ち
『

十

地

経
論
』

注
釈
に

は

完
本
が

な
い

と
い

う

制

約
も
あ
り

、

こ

れ

ま
で

の

地

論
教
学
に

対
す
る

研
究
で

は
、

『

十
地

経

論
』

注
釈
に

対

す
る

総

体
的
な

検

討
が

ほ

と

ん

ど

な

さ

れ

て

こ

な

か
っ

た

の

が

実
状
と
い

え
よ

う
。

　

本
稿
は

そ
の

試
み
と

し

て
、

す
で

に

研
究
が

進
み
つ

つ

あ
る

敦
煌
写

本
の

『

十
地

経
論
』

関

係
の

諸
注
釈
を

中
心
に

考
察
を
加
え

、

こ

れ

ら

の

文
献
間
に

見
ら

れ
る

特
徴
的
な
共
通
点
及
び

相
違
点
を

指
摘
す
る
こ

と

で
、

各
文

献
の

成
立

の

検
討
に

資
す
る
こ

と

を

目
的
と

す
る

も
の

で

あ
る

。

二

　
現
存
す
る

『

十
地

経
論
』

注
釈
の

全

体
像

　

周
知
の

ご

と

く
、

『

十

地

経
論
』

は

『

華

厳
経
』

十
地

品
の

経
文
に

対
す
る

注
釈

書
で

あ
る

。

そ
こ

で
、

注
釈
者
で

あ
る

世
親
に
よ

る

部
分

は

「

論
日
」

、

経
文
は

「

経
日
」

と

始
め

る

こ

と

で
、

経

文
と

注
釈
を

明
確
に

区
別
す
る

。

こ

の

『

十

地

経
論
』

に

対
す
る

注
釈
は

、

中
国
の

み

な
ら
ず
仏
教
史
全

体
の

中
で

も
そ

れ

ほ

ど

多
く
撰
述
さ

れ

た

わ

け
は

三

三
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地
論

師
の

『
十
地

経
論
』

注
釈
に

つ

い

て

（
山
　
口
）

　（
4
）

な
い

。

と
こ

ろ

が
、

矢
吹
慶
輝
「

鳴
沙
余
韻

解
説
』

で

は

「

十
地

疏
」

と
い

う
項

目

が

立

て

ら

れ
、

敦
煌
写

本
に

は

十
地
に

閧
連
す
る

内
容
の

残
巻
が

少

な

く
な
い

こ

と
が

指
摘
さ

れ
た

。

こ

れ
ら

が

み

な
地
論
師
に

関
連
す
る

文
献
で

あ
る
こ

と
か

ら

知

ら

れ

る

よ

う
に

、

他
師
に

比
べ

て

地
論
師
が

『

十

地

経
論
』

に

寄
せ
た

関

心
は

大
き
い

も
の

で

あ
っ

た

こ

と
は

明
ら

か

で

あ
る

。

　

管
見
の

限
り、

今
日

そ
の

存
在
が

知
ら

れ
、

か
つ

我
々

が

参
照
し

う

る

地
論
師
の

『

十
地

経
論
』

の

注
釈

に
は

以

下
の

も
の

が

あ
る

。

　

ま

ず
、

続
蔵

所
収
の

慧

遠
『

十

地

経
論

義
記
』

四

巻
（

以

下
、

慧
遠

『

義
記
』

）

は
、

日

本
に

残
さ

れ

た

写

本
に

基
づ

き
刊
行
さ

れ

た

版
本
を

底
本
と
し
て

収
録
さ

れ
た

も
の

で

あ
る

。

全
七

巻
の

う
ち

の

前
四

巻
が

現
存
し

、

『

十
地

経
論
』

の

初
地

か

ら

三

地
ま
で

の

釈
を

残
し
て

い

る
。

完
本
で

は

な
い

も
の

の
、

現
存
す
る

地
論
師
の

『

十
地
経
論
』

注
釈
書

の

中
で

は

最
も
ま
と

ま
っ

た

分
量
を

有
す
る

文
献
で

あ
る

。

　

次
い

で

大
正
蔵
八
五

巻

古
逸

部
に

は
、

撰
者
不

詳
『

十
地

義
記
』

（
以

下
、

『

義
記』
）

と

法
上
述

『

十
地

論
義
疏
』

巻
一

（

以

下、
『

義
疏
』

巻

こ

お

よ

び

同
巻
三
（

以
下

、

『

義
疏
』

巻
三
）

の

三

写

本
が

収
録
さ

れ
た

。

　

こ

の

う
ち
勺

』

設
G。

を

底

本
と

す
る

『

義

記
』

は
、

首
欠

な
が

ら

初

地

を

序
分
の

冒
頭
一

部
を

注
釈
し

、

題
記
を

付
し

て

終
わ

る

文

献
で

あ

る
。

引
用
さ
れ

る

『

十
地
経
』

の

本
文
が

『

華
厳
経
』

十
地
品

の

も

の

で

は

な

く
、

『

十

地

経
論
』

で

「

経
日
」

と

し

て

掲

げ
ら

れ

る

も
の

に

　

　
　
　

　
　
　（
5

）

一

致
す
る

こ

と

か
ら

、

『

十

地

経
論
』

を

参
照
し

て

撰
述
さ

れ

た
こ

と

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

三

四

は

明
ら

か

で

あ
る

が
、

「

論
日
」

の

部
分
に

対

す
る

注
釈
は

な

い

こ

と

　
　
　

　
　
　

　
（

6）

が

指
摘
さ

れ
る

よ

う
に

、

十
地

品
の

解
釈
を
主
と

し

た

内

容
で

あ

る
こ

と

が

特
徴
で

あ
る

。

　
次
に

、

°。

』
刈

自
（
一

部
。。

b
コ
刈）

を

底

本
と

す
る

『

義
疏
』

巻
一

は

首

尾
と

も
に

欠
き

、

初

地

序
分
の

終
わ

り
に

近
い

あ
た
り
か

ら

請
分
の

初

め

ま

で

を

注

釈
す
る

。

そ
れ

に

対
し
、

勹

』
一

〇

ら

を

底

本
と

す
る

『

義
疏
』

巻
三

は
、

首
欠
で

初

地

校
量
勝
分
の

途
中
か

ら
は

じ

ま

り
、

二

地
の

最

後
ま
で

を
注
釈
し

た

上
、

題
記
も
あ
る

。

こ

れ
ら

は
い

ず
れ

も
慧
遠
の

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
7
）

師

と

も
さ
れ

る

法
上

西
九
五

〜
五
八

〇
）

の

も
の

と

見
な

さ

れ
、

七

識

を

阿
梨
耶
識
と

規
定
す
る

独
自
の

心
識
論
が
説
示
さ

れ

て

い

る
こ

と

か

ら
、

早
く
よ

り
研
究
者
の

関
心
を
引
い

て

い

る

文
献
で

あ
る

。

　
こ

の

他
、

近
年
注
目
さ
れ

る

も
の

と

し
て

、

二

〇
一

二

年
に

韓
国
で

出

版
さ

れ

た

『

蔵
外
地

論
宗
文
献
集
成
』

（

以

下
、

『

蔵
外
』

）

に

収
録
さ

れ
て

い

る

撰
者
不
詳

『

大

乗
五

門
十
地
実

相
論
』

巻
六
（

以
下
、

『
実
相

論
』

）

と
、

近
刊
の

『

蔵
外
』

続
編
に

収

録
予

定
の

撰

者
不

詳
『

十
地

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

8）

経
論
疏
（

擬
題
）

』

（

以

下
、

『

論
疏
』

）

が

あ
る

。

　
匸uOO

ω

念
ω

を

底
本
と

す
る

『

実
相
論
』

は
、

首
欠
で

八

地
の

途
中
か

ら

法
雲
地
の

末
ま
で

を
注
釈
す
る

文
献
で

あ
る

。

一

方
、

bdU8

雪
゜。

二

部
。。陰
し。

8
醇
）

は
、

首

尾
と

も

に

欠
き

、

初
地

請
分
の

途
中
か

ら

続
く
説

分
の

途
中
ま
で

を

注
釈
す
る

。

　
「

義
記
』

以

下
、

敦

煌
写

本
の

諸
文

献
は

い

ず
れ

も

断

簡
で

あ

り
、

注

釈
対
象
と

な
る

範
囲
に

連
結
す
る

部
分
は

な
い

。

た

だ

し
、

こ

れ

ら

一 562一
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は

い

ず
れ

も
地

論
教
学
の

特
質
を

示

す
用
語

が

確
認
さ

れ

る

こ

と

か

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

9）

ら
、

地
論

師
の

文
献
と

し
て

認
定
さ
れ
て

い

る
。

　

ま
た

周

叔
迦

、

荒
牧
典
俊

、

青
木

隆
な
ど

の

諸

先

学
は

、

『

義

疏
』

巻
一

・
『

義
疏
』

巻
三
・

『

実
相
論
』

の

三

文
献
に

は
、

五

門
（

仏
性
門
・

衆
生
門
．

修
道
門
・

諸
諦
門
・

融
門）

と
い

う
概
念
を

基

調
と

す
る

共
通

点
が
見
ら

れ

る
こ

と

か
ら

、

こ

れ
ら

が

成
立

に

お
い

て

密
接
な
関
連
性

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（

10）

を

持
っ

て

い

る

こ

と

を

指

摘
す
る

。

さ

ら

に

『

論
疏
』

に
つ

い

て

も
、

青
木
隆
は
五

門
関
連
の

文
献
に

は

加
え

て

い

な
い

も
の

の
、

こ

れ

を

同

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
11
）

時
期
に

成
立
し

た

文
献
と

し

て

位
置
づ

け
る

点
が

注
目
さ

れ

る
。

そ
こ

で
、

以

下

に

五

門
関
連
の

文
献
と

『

論
疏
』

の

関
係
を

中

心

に

検
討
を

加
え
て

ゆ

く
こ

と
と

す
る

。

三

　
『

十

地
経
論
』

諸
注
釈
の

関
連
性
に
つ

い

て

　
（

こ

釈
風
に
つ

い

て

　
『

論

疏
』

は

説
分
の

冒
頭
部
分
の

釈
が

含
ま
れ

て

い

る
。

し

た

が
っ

て
、

も
し
こ

れ

が

『

義
疏
』

な
ど
の

よ

う
に

五

門
に

基
づ

き

解
釈
さ

れ

た

文
献
で

あ
る

な

ら

ば
、

説
分
と

仏

性
門

の

関
係
を

示
唆
す
る

文
言
が

加
え
ら

れ
た

は

ず
で

あ
る

が
、

そ

れ

が

見
ら

れ
な
い

た

め

決
定
的
な
証

　
　

　
（

12）

拠
に

欠
く

。

た
だ

、

そ
の

よ

う
な

点
を
差
し

引
い

て

も
、

五

門
関
連
の

文
献
と

『

論
疏
』

の

四

文
献
に

は
一

見
に

し

て

明
ら

か

な
共
通
す
る

特

徴
が

認
め

ら
れ
る

。

そ
れ

は

極
め
て

簡
素
な

注
釈
方
法
で

あ
る

。

慧
遠

『

義
記
』

は

科
段
を
立

て

文
脈
を

構
造
的
に

把
握
す
る
こ

と

で

釈
を

進

地
論
師
の

『

十
地
経
論
』

注
釈
に
つ

い

て

（

山

　
口
）

め

て

い

る

が
、

四

文

献
に

は
こ

の

よ

う
な

意
識
は

ほ

と

ん

ど

皆
無
で

、

『

十
地
経
論
』

の

「

論
日
」

に

あ
た

る

部
分
を
中
心
に

文
言
を

抽
出
し

、

逐

語
的
に

解

釈
を

手
短
に

加
え
る

と

い

う
の

が

釈

風
の

基
調
で

あ
る

。

こ

の

こ

と

は

注

釈
対
象
で

あ
る

『

十
地
経

論
』

の

論
の

部
分

自
体
が

、

す
で

に

経
の

注
釈
で

あ
る

と
い

う
こ

と

が

背
景
に

あ
る

も
の

と

考
え
ら

れ

る
。

　

ま
た

、

そ
の

よ

う
な

簡
素
な

注
釈
の

間
に

、

「

問
日
」

「

答
日
」

と

い

う
問
答
を
は

さ
ん

で
、

部
分
的
に

議
論
を
深
め

て

い

る

と

こ

ろ

も
四

文

献
は

全

く
同
じ
で

あ
る

。

　
た

だ

し
、

『

実
相
論
』

は

『

十
地

経
論
』

が

経
文
か

ら

論
文
へ

、

ま

た

は

論
文
か

ら
続
く
経
文
を
飛
ば

し

て

次
の

論
文
へ

と

段
落
が

改
ま

る

釈
に

入
る

ご

と
に

、

『

十
地

経
論
』

の

よ

う
に

「

論
日
」

と

い

う
語

を

補
っ

て

い

る

た

め
、

構
成
に

忠
実
で

論
と
の

対
応
が

非
常
に

分
か

り
や

す
い

と
い

う
特
徴
が

あ

る
。

そ

れ

に

対
し
て

、

他
の

三

文

献
に

は
こ

の

よ

う
な

配

慮
は

ほ

と
ん

ど

見
ら

れ

な
い

。

よ
っ

て
、

『

実
相

論
』

か

ら

は

形
式
の

面
よ

り
み

て
、

他
に

比
べ

て

整
備
さ
れ

た

も
の

と

の

印
象
が

強
く
感
じ

ら
れ
る

と
い

う
違
い

が

あ
る

。

　
（
二
）

注
釈
内
容
に
つ

い

て

　

先
に

も

言
及
し

た

よ

う
に

、

四

文
献
に
は

重
複
す
る

部
分
が

な
い

た

め
、

直
接
的
に

内
容
を

対
照
す
る

こ

と

は

不
可

能
で

あ
る

。

し
か

し
、

注

釈
の

過
程
に

お
い

て
、

前
後
の

経
文
を

引
用
す
る

部
分
が

あ
る

こ

と

か

ら
、

こ

れ
ら

を
丹
念
に

抽
出
し

比

較
検
討
す
る
こ

と

で
、

注
釈
内

容

三

五
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地
論

師
の

『
十
地

経
論』

注
釈
に
つ

い

て

（
山

　
口
）

の

相

違
の

有
無
は

あ
る

程

度
確

認
で

き
る

も
の

と

考
え

ら
れ

る
。

実

際
、

『

論
疏
』

に

は

『

義
疏
』

の

解
釈
と

関

連

性
を

窺
わ

せ

る

表
現
が

見
ら

れ

る
。

以

下

に
、

そ
の

具
体
的
な
例
を
挙

げ
て

ゆ

き
た
い

。

　

ま

ず
『

論
疏
』

に

は
、

次
の

よ

う
な
問

答
が

あ
る

。

　

問
日

。

何
故
盧

舎
那

仏、

前
唯
意

加
、

無
身
口

加
也

。

答
日

。

前
入

三

昧、

　

彰
自
体
因、

故
因
得
果
力

。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四

四
〜

四
五

行）

　

こ

こ

で

は
、

盧
舎
那
仏
が

意
加
だ

け
で

身
加
と
ロ

加
が

な
い

の

は

な

ぜ

か
と
い

う
問
い

に

対
し
、

答
え
の

冒
頭
で

「

前
の

三

昧
に

入

る
と

こ

ろ

で

は
」

と

『

論
疏
』

が

『

十
地

経
論
』

の

先
行
す
る

部

分
に

言
及

す

る

の

で

あ
る

が
、

そ
れ

に

呼
応

す
る

か

の

ご

と

く
、

類
似
の

解
釈
が

『

義
疏
』

巻
一

に

見
ら

れ

る
こ

と

が

注
目
さ

れ
る

。

　

下

論
云

。

金
剛
蔵
得
大
乗

光

明
三

昧

者、

是
其
法
体
自
体
因
、

因

不
異
果

。

　

以

果

厳
因

得
力

義
顕

。

　

　
　

　
・

　

（
大
正

蔵
八

五

巻
七

六
四

頁

中
〜

下）

　

こ

れ

に

よ
っ

て

『

論
疏
』

に
い

う
「

前
の

三

昧
」

が

『

義
疏
』

巻
一

で

解
釈
さ

れ

る

と
こ

ろ
の

金
剛

蔵
菩
薩
の

大
乗
光
明
三

昧
を

意
味
し

て

い

る
こ

と

が

明

ら

か
と

な

る
。

　

ま
た

、

『

論
疏
』

に

お
い

て
、

こ

の

直
後
に

用
い

る

表
現
も

興
味
深

い
。

　
「

不
軽
自
身
」

者、

為
顕

勝

力
方
便
身

。

即
是
報
身

。

故
自
体
不
動、

而
無

　

所
不
至
也
。

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
八

〜

五

九

行
）

　

こ

こ

で
い

う
「

自

体
不

動
」

と

「

無
所

不
至
」

は
、

『

義

疏
』

巻
一

に

も
全
く
同
じ

文
言
が

見
ら

れ
る

。

「

示
神
通
力
」

者
、

自
体
不
動、

無
所
不
至

。

三

六

（
大
正

蔵
八
五

巻
七

六
五

頁
上
）

　
「

無

所
不
至
」

は

『

十

地

経
論
』

の

冒

頭
に

見
ら

れ

る

言
葉
で

あ
る

（
13
）

が
、

「

自
体
不
動
」

と

と

も

に

用
い

ら

れ

る

の

は

管
見
の

限

り

『

義
疏
』

と

『

論
疏
』

だ

け
の

よ

う
で

あ
る

。

両

文

献
で

は
と

も
に

、

本
体
が

不

動
で

あ
り
な

が

ら

も
、

あ

ら
ゆ

る

と

こ

ろ

に

ま

で

そ
の

働
き
が

及
ん

で

い

る
、

融
通
無
礙
な

さ

ま

を

表
現
し

た

語
と
し

て

こ

れ
が

用
い

ら

れ

た

と

考
え
ら

れ

よ

う
。

　
（

三
）

共
通

す
る

用
語
に
つ

い

て

　

四

文
献
は

、

他
の

経
論
の

引
用
が

多
く
な
い

こ

と

も

共
通
す
る

特
徴

の
一

つ

で

あ
る

。

そ

ん

な

中
、

『

義
疏
』

巻
一

・
『

実
相
論
』

で

は
、

求

那
跋
陀
羅
訳
の

四

巻
本
『

楞
伽
経
』

の

偈
文
を
取
意
的
に

引
用

し
た

と

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（
14）

思
わ
れ

る

文
言
が

、

全

く
一

致
し

て

い

る

点
が
注
目
さ

れ

る
。

こ

れ

は

他
の

文

献
で

は

見
ら
れ

な
い

も
の

で

あ
る

。

『

義

疏
』

の

心
識
説
に
つ

い

て

は
、

七

識
を
阿

梨
耶
識

と

位
置
付
け
る

点
が

特
徴
で

あ
る

こ

と

か

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
（

15
）

ら

諸
研
究
に

お
い

て

注
目

さ

れ

て

い

る

が
、

そ
の

議
論
の

中
に

引
用
さ

れ

る

『

楞
伽

経
』

の

偈
文
が

、

『

実
相
論
』

に

も
全

く
同
じ
文
言
で

引

用

さ

れ
て

い

る

の

で

あ
る

。

こ

れ
と

は
対
照
的
に

、

慧
遠
『

大
乗
義
章
』

八

識

義
（
大
正

蔵
四

＋
四

巻
五

三

〇

頁
上
）

は
、

四

巻
『

楞

伽
経
』

と
一

字
も
違
わ

ず
に

引
用
し

て

い

る

た

め
、

こ

の
一

致
は

五

門
関
連
の

文
献

に

お

け
る

思
想
的
な

系
統
を

考
え
る

上
で

重

要
な

要
素
で

あ
る

と

言
え

　（
16）

よ

う
。
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ま
た

、

『

論
疏
』

に

は
、

特
徴
的
な

表
現
と
し

て

「

外
用
」

「

殊
能
」

が
散
見
さ

れ
、

こ

れ

を
連
用

し

た

「

外
用

殊
能
」

が
三

か
所
（

二

六
八
・

三

七
三
・

四
一

三

行
）

で

確
認
さ
れ

る

が
、

『

義
疏
』

巻
一

に
一

か

所
（

大

正

蔵
八

五

巻
七

六

六

頁
上
）

同
じ

く
見
ら

れ

る

ほ

か
、

同

様
の
一

致
（

同

七

五

七

頁

下
）

が

あ
る

の

が
、

五

門
関
連
の

文

献
と

目
さ

れ

る

『

瓔

珞

経
疏
』

（

。。じ
N

誤
。。

）

で

あ
る

。

そ

こ

に

は
こ

の

他
に

、

こ

の

よ

う
な

表
現

の

淵

源
と

も
思
わ

れ

る

解
釈
が

示
さ

れ

て

い

る
。

　

大
用

無
方
者、

真
実
妙
徳

、

用
周

法
界

、

殊
能
之
謂
也

。

（
同
七

四
五

頁
下）

　

こ

こ

に

い

う
「

大
用

無
方
」

と

は
、

『

菩
薩

瓔
珞
本
業

経
』

を

典
拠

と
し

、

地
論
教

学
に

お

け
る

重

要
な

概
念
の
一

つ

で

あ
る

縁

集
説
と
関

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
（

17）

連

し
て

用
い

ら
れ

る

こ

と
で

注
目

さ

れ

る

語
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

『

十
地

経
論
』

注
釈
以

外
の

五

門
文
献
と

の

問
に

特
異
な

用
語
の

共
通

依
用
が

見

ら

れ

る
こ

と

は
、

間
接
的
に

『

論
疏
』

と

他
の

五

門
文
献
と

の

関
連
を

窺
わ

せ

る

も
の

と

言
え
よ

う
。

四

　
お

わ

り
に

　
以

上
の

考
察
か

ら
、

こ

れ

ま
で

指
摘
さ

れ

て

き
た

よ

う
に

『

十

地

経

論
』

の

諸

注
釈

、

特
に

本
稿
で

取
り
上

げ
た

敦
煌
写
本
の

四

文
献
に
つ

い

て

は
、

同
一

の

撰
者
と

ま

で

は

決
め

難
い

も
の

の
、

極
め

て

近
い

教

学
や

知
識

を

も
っ

た

人
々

の

中
で

編
纂
さ

れ

た

文
献
と

判
断
し

て

よ
い

も
の

で

あ
る
こ

と

が

改
め

て

確
認
さ

れ

た

か

と

思
う

。

た

だ

し
、

『

実

相
論
』

が

整
備
さ

れ

た
形

式
で

あ
る
こ

と
を

考
慮
す
る
と

、

こ

れ

ら
に

地

論
師
の

『

十
地
経
論
』

注
釈
に

つ

い

て

（

山
　
口
）

は

基
盤
と

な
る

注
釈
の

成

果
が

あ

り
、

そ

れ

が

弟
子
た

ち
の

問
で

受

け

継
が

れ

内
容
が

整
え

ら

れ

て
い

っ

た
過

程
が

あ
っ

た

と
考
え
る

べ

き
で

あ
ろ

う
。

そ
の

基
盤
と

な
る

注
釈
が

『

義
疏
』

巻
三

に

そ
の

名
が

見
え

る

法
上
で

あ
る
の

か
、

さ
ら

に

遡

る

こ
と

が

で

き

る
の

か

に
つ

い

て

は
、

今
後
よ

り
広

範
な

資
料
を
対

象
と

し
た

調
査
が

必

要
と

な

る

た

め
、

今

後
の

課
題
と

し
た

い
。

1
　
地
論
師
と
い

う
呼
称
に
つ

い

て

は
、

吉
津
宜
英
「

地
論
師
と
い

う
呼
称

　

に

つ

い

て
」

（

『

駒

澤
大

学

仏

教

学
部
研
究
紀
要
』

三
一

号
、

一

九

七

三

　

年
）

、

池

田

将
則

「

教
理

集
成
文
献
（

。o
駆
゜。
OQ

。
）

解
題
」

（
『

蔵

外
地

論

宗

　

文
献
集
成
』

、

韓
国
∩

舅
、

二

〇
一

二

年）

二

〇

七

頁
を

参
照

。

な

お
こ

　

れ

に

関

連
し

て
、

今
日

学
界
に

お

い

て

用
い

ら
れ

る

「

地

論
宗
」

「

地

論

　

学
派
」

な
ど
の

総
称
は

、

そ
の

適
用
に

つ

い

て

異
論
も

少
な

く
な
い

。

筆

　

者
も

積
極
的
に

こ

れ

ら

を

用
い

る

確
固
た

る

方
針
を

持

ち

合
わ

せ
て

い

　

な
い

た

め
、

自
称
で

あ
る
か

の

是

非
は

さ

て

お

き
、

本
稿
で

は

歴

史
的

　

に

文
献
の

中
で

用
例
の

見
ら
れ
る

「

地

論
師
」

を
用
い

る
こ

と
と

し
た

。

2
　
地
論
宗
研
究
の

動

向
に
つ

い

て

は
、

石
井
公
成
「

地
論
宗
研
究
の

現

状

　

と

課
題
」

（

金

剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
編
『

地

論
思

想
の

形
成
と

変

　

容
』

、

国
書
刊
行
会、

二

〇
一

〇

年
）

に

詳
し
い

。

ま
た
、

前
掲
『

蔵
外

　

地

論
宗
文
献
集
成
』

に
よ

り
、

写
本
と

し

て
の

み

伝
存
し
て

い

た

地
論
宗

　

関
連
の

文
献
が

翻
刻
・

訳

注
の

形
で

公

開
さ

れ
る

に
至
っ

て

い

る
。

3
　
矢
吹
慶
輝
『

鳴
沙
余
韻

解
説
』

（
岩
波
書
店、

一

九
三

三

年
）

一

〇

〜

　

＝
ハ

頁、

横

超
慧
日

「

北
魏
仏

教
の

基
本
的
課
題
」

〔

横
超
慧
日
編
『

北

　

魏

仏
教
の

研
究
』

、

平
楽
寺
書
店

、

一

九
七

〇

年
）

三

五

〜
四

五

頁
、

石

　

井
公
成
「

敦
煌
文
献
中
の

地

論
宗
諸
文
献
の

研
究
」

（

『

駒
澤
短
期
大
学
仏

三

七
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地

論
師
の

『
十
地

経
論』

注
釈
に

つ

い

て
（
山

口）

　

教
論
集
』

一

号
、

一

九
九

五

年
）

九
一

頁
な
ど

。

4
　
大
竹

晋
「

『

十

地

経
論
』

解

題
」

（
『

新
国

訳

大

蔵

経

十
地
経
論
1

』

、

　

大
蔵
出

版
、

二

〇
〇

五

年
）

三

五

〜
三
八

頁
に

は

イ
ン

ド

お
よ
び

漢
土
に

　

お

け
る

研

究
史
が
ま

と
め

ら

れ
て

い

る
。

5
　
古
泉
圓
順
「

「

自
分
行
」

「

他
分
行
」

」

（

日

本
仏
教

学
会
編
『

菩
薩
観
』

、

　

平
楽
寺
書

店
、

一

九

八
六

年）

三

三
四

頁
。

6
　
矢
吹
慶
輝
前
掲
書

＝
頁

。

7
　
ω

b
謡
H

は

大

正
蔵
で

『
義
疏
』

巻
一

と

し

て

収
録
さ
れ

て

い

る

が
、

写

　

本
そ

の

も
の

に
は

題

記

な

ど

が

何

も
な
い

た

め
、

実
際
に

は

文
献
名
お

　

よ

び

巻
数、

そ
し

て

撰
者
に

つ

い

て

確
定
し

う
る

情
報
は

な
い

と

い

う

　

こ

と
に

留
意

す
る

必
要
が

あ
る

。

8
　
青
木
隆
氏
と
筆・
者
の

共

同
で
、

解
題
・

訳
注

翻
刻
を
掲
載
す
る

予
定
で

　

あ
る

。

9
　
青
木
隆
「

付

敦
煌
出
土
の

地
論

宗
文
献
解
題
」

（
荒
牧
典
俊

編
『

北
朝

　

隋
唐
仏
教
思

想
史
』

、

法

蔵
館

、

二

〇

〇

〇

年）

一

九

四

〜
一

九

九

頁
、

　

お

よ

び

同

「

敦
煌
写
本
に

み
る

地

論
教
学
の

形

成
」

（
金
剛
大
学
校
仏

教

　

文
化

研
究
所
編
前
掲
書）

四

四

頁。

10
　
先
行
研

究
に

つ

い

て

は

拙
稿
「

『

十

地

論
義
疏
』

と

『

大
乗

五

門
十

地

　

実
相
論
』

　
　

周
叔
迦
説
の

検
討
を

中

心
と

し
て

ー
」

（

『

東
洋
学
研
究
』

　

四
八

号
、

東
洋
大
学

、

二

〇

＝
年）

を
参
照
さ

れ
た
い

。

11
　
青
木

隆
前
掲
「

敦
煌
写
本

に

み

る

地
論
教
学
の

形

成
」

の

「

付
表
一
」

　

六
三

頁
。

12
　
詳
し

く
は

近
刊
の

『

蔵
外
』

続
編
の

解
題
を

参
照
さ
れ
た

い
。

13
　
『

十
地

経

論
』

巻
一

（
大
正

蔵
二

六

巻
一

二

三

頁
下
）

。

14
　
詳
し

く
は

前
掲
拙
稿
を
参
照

さ
れ
た

い
。

15
　
最

近
で

は

吉
村
誠
「

地
論
学
派
の

心
識

説
と

南
北
二

道
の

形
成
　
　
法

　

上
『

十
地
論
義
疏
』

を

中
心
に
　
　
」

（

『

印
度
学
仏
教

学
研
究
』

六
一

1

三

八

　
二

号、

二

〇
一

三

年
）

な
ど

。

16
　
こ

の

他、

同
じ

く
五

門
文
献
で

あ
る

『

大
集
経』

の

注
釈
で

あ
る

『

大

　

乗
五

門
実
相
論
』

と

『

義
疏』

巻
一

に
は

内
容
的
に

か
な

り
一

致
す
る
一

　

段
が

あ
る

こ

と
が

、

石
井
公

成
「

『

大
乗
五

門
実
相
論
』

に
つ

い

て

　

敦
煌
写
本
中
の

地
論
宗
系
『

大
集

経
』

注
釈
書

　
　
」

（
『

印
度
学
仏
教

学

　

研
究
』

六

〇

1
一

号、

二

〇
一
一

年）

に

指
摘
さ

れ

る

ほ

か
、

『

義
疏
』

　

巻
三

（
大
正

蔵
八

五

巻
七

七
六

頁

中
二

八

行
〜
下
一

九

行）

の

約
三

五

〇

　

字
が

『

瓔
珞
経
疏
』

（
同
七

五
五

頁
下
二

行
〜

二

三

行）

の

内
容
と

ほ
ぼ

　
一

致
し

て
い

る
こ

と

が
、

藤
谷

昌
紀
「

敦
煌
本
『

本
業
瓔
珞
経
疏
』

の

引

　

用

経
典
に
つ

い

て
」

（
『

大

谷
大
学

大
学
院

研
究
紀
要
』

一

九
号

、

二

〇
〇
二

　

年
）

一

〇

九

−
一
一

〇

頁
に

指
摘

さ
れ

る

な

ど
、

近

年
の

研
究
に

よ
っ

　

て
、

五

門

関

連
の

文
献
の

関
係
を

示
す
根
拠

が

次
々

と

報
告
さ

れ

て

い

　

る
。

17
　
石

井
公
成
前
掲
論
文
三

六

〜
三
七

頁
、

お

よ
び

青
木
隆
前
掲
「

敦
煌
写

　

本
に

み
る

地
論
教

学
の

形

成
」

五

九

頁
。

付
記
　
本
稿
脱
稿
後
に

、

本
文
中
及
び

註
12
に

言
及

す
る

「

『

蔵
外
』

続

編
」

は
、

『

蔵
外
地

論
宗
文
献
集
成

続
集
』

（

韓

国
O
蜀

、

二

〇
一

三

年

＝
月
）

と

し

て

刊
行
さ
れ
た

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

地

論
師

、

『

十
地

論

義
疏
』

、

『

大

乗
五

門
十

地

実
相
論
』

、

『

十
地
経
論
疏
』

　

　
　
　
（
駒
澤
大
学
専
任
講
師
・

博
士

（
仏

教
学
）

）
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